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この結果，旋傷からの感染率が最も高く，病斑の進

展も急速でしかも多量の柄子殻の杉庇がみられた。次

いでは凍寒書による傷撰感染が多かった。すり傷，切

り傷からの感染も認められるが，病斑の伸展はほとん

どなく，典型的な腐らん病斑を形成するまでには至ら

なかった。したがって本病の侵入門戸としては虎傷，

凍寒害などかなり強度の傷害によって樹皮組織がえ死

を起こした場合に最も容易な侵入門戸となり得るもの

と思われる。

5．む　　す　　び

数年前より寒冷地のリンゴ園に異常発生している腐

らん病の発生原因について調査した結果，（1）樹体が

凍寒害，日焼け，努定などの外傷を受けるとその部

位が有力な侵入門戸となり感染発病する0（2）最近

の便向として，立木のままで廃園化されている園地が

病菌密度を高め，有力な伝染源となって近接園に伝揺

波及していることが判明した。また，病斑の進展は梅

雨期および秋期の湿潤な季節に激しく，盛夏期および

厳寒期にはほとんど進展しないことを確認し，感染の

時期はカルス形成の難易の時期と関係が深く，カルス

形成の不良な8凡　9月に感染の多いことを明らかに

した。

ゴールデンデリシャスの収穫時期の相違

による貯蔵後の果実品質の変化

斉藤貞昭・高橋正治＊・吉田亜義・町田広志

（青森県りんご試・＊青森県農林部りんご課）

1．ま　え　が　き

近年，果実の急増に伴いその貯蔵性が大きな問題と

して取り上げられている。リンゴにおいても例外でな

く，デリシャス系品種，ゴールデンデリシャスが増植

され，特にゴールデンデリシャスのように貯蔵中に軟

化しやすく，果実品質の低下が著しい品種ではいかに

して品質を床持するかが解決を安する重要な課題とな

っている。そこで収饉時期の相違による貯蔵後の果実

品質の変化について1988年，1989年の2カ年にわ

たって調査した結果を報告する。

2．試　験　方　法

1．試験の実施期間　1988年～1969年

2．試験の実施場所　青森県りんご試験場は場

5．供託品種および樹齢　ゴールデンデリシャス，

19占8年で58年生

4．供試樹の管理　′1、袋（パラフィン紙）掛けの

み

1988年　　d月1日小袋かけ，8月1日除袋以

後無袋

1989年　　8月5日小袋かけ，8月2日除袋以

後無袋

その他の作業は一般栽培園に準じて行なった。

5．収穫時期

1988年　1D月15日（満開後155日）

10月20日（

10月25日（

10月50日（

11月　4日（

1989年　　10月15日（

10月18日（

ク　180　日）

ク　1占5日）

ク　170日）

ク　175　日）

ク　155日）

ク　180　日）
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10月25日（満開後1d5日）

10月28日（　ク　170日）

11月1日（　〝　174日）

占．収穫方法　約500才の果実を樹の南側と北

側から等量ずつ収健した。

7．貯蔵方法

普通冷蔵，温度0℃士0．5，湿度90～95多

8．貯蔵期間

1988年　　収饉時～5月25日

1989年　　収穫時～2月20日

9．調査方法

（1）調査項目

1）生育中の果実呼吸量　密閉式測定法（温度20

℃，時間15－1d hr，使用果実4個）により約5日

間隔で測定。

2）地色　緑色→黄色の過程を5段階に分け，最も

黄色のものを5とした時の数値。

5）硬度　マグネステーラー型硬度計（プランジャー

径ろ／るインチ）使用による果肉部測定0

4）屈折計示度　ハンドリフテクトメーターによる。

5）酸度　果汁100cc中のリンゴ酸含量

占）貯蔵障害

7）食味調査　試験担当者による○

【2）調査時期

1988年　収鷹時，12月25日，1月27日，2月25日，

5月25日

19d9年　収慢時，12月25日，1月28日，2月8日，

2月20日，

注．2月8日は1月28日出庫して9日間室温放
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5．試　験　結　果

1．生育中の果実呼吸量

1988年の調査では，果実の呼吸量は発育とともに

減少し，9月20日から10月1日にかけてやや上昇

したが10月8日に再び大きく減少して最低となり，

以後再び上昇し最終調査時の11月4日でもまだ上昇

中であった。

1989年は果実の発育とともに減じ，9月18日に

最低となり以後ゆるやかに上昇して10月8日にやや

減少し，以後再び上昇を続け11月1日に頂点となり

以後再び減少した（第1回）。
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第1図　生育中の果実呼吸量

1989

○　　　　　　　＼　　　　　　　－＿
▲＿＿一日．・．‾‾－‾▼‾‾

■ノ■

1010101011　　　　　 12　　　 1　　　 2　　　　3 1010101011　　　　　 12　　　 12　　　2

152025卸4

収穫時

23　　　27

調　　　　査

第2図　地色　の　変化

25131823訪1 23　　　　286　　20



292　　　　　　　　　　　　　　東　北　農　業　研　究　第15号

1988 1989

第5図　硬　　　　度

10 10 10 10 11　　　　　 12　　　 1　　　 Z　　　　 3 10 10 10 10 11　　　　　 12　　　 1 Z　　 Z

152025諏4

収穫時

第4図　酸　　　度

23　　　27　　　25　　　25131823281

調　　　　　査

収穫時

収穫時　収穫時
月　　　　　日

286　　20

調　　　　査　　　　月　　　　日

第5図　屈　折計　示度



東　北　農　業　研　究　第15号　　　　　　　　　　　　　　か5

発100

生
　
率
（
％
）

発100

生

・三・

50

発100

生
50

率

竪0

1968年

ゴ　ム　病

1968年1969年

賢二…3？芸口警穫13？王…日誉揮
［コ・・Hl0・25　0　10・23　0
『一一・10・．氾　0　10・四　〇

匹ト一一11・4　0　1卜1，

2．25　　3．25　　　1．28　　2．6　　2．20

調　　査　　時　　期

茶　星　病　　19槌年

30　　　　30

12．23　　　1．27　　　2，25

調　　査　時　期

1．27　　　　　2．25

調　　音　　時　　期

第8図　貯蔵障害発生率

2．6

Z　地色

19d8年，1989年とも収穫時期の早いほど緑色が

強く，満開後155日，1dO日の収穫束が見劣りがした。

貯蔵後は早期収穫巣の地色もかなり黄色味を増したが，

満開後155日の収穫巣は調査期間を通じて線色が抜け

ず劣った（第2図）。

5．硬度

1988年，1969年の両年ともに収穫時では早期収

櫨巣ほどかたかった。貯蔵中にはどの収穫時期の果実

も硬度の減少がみられたが，収棲時期のおそい果実の

減少がやや大きかった。また，いずれの収塵時期の果

実でも12月から1月にかけて大きな減少を示した

（第5国）。

4．酸度

19占8年，19d9年の2カ年とも1司様の傾向を示し，

収穫時，貯蔵中を通じて収穫時期の早い果実はど高く，

貯蔵中にいずれの収穫時期のものも減少したが，満開

後175日の収穫果の減少がやや大きかった（第4回）。

5．屈折計示度

1988年，1989年とも収饉時，貯蔵中を通して収

楼時期のおそい果実ほど高く，貯蔵中にいずれの収穫

巣も示度が上昇したが，収嘩期の早いもの（満粥後

155日，180日）は他の収健巣に比べて低かった

（第5図）。

占．貯蔵障害

（1）　ゴム病

1968年は2月以降の調査で，1969年は1月以降

の調査で若干発生がみられ，収穫時細のおそい果実に

多かった。

（2）茶星病

1988年の12月以降の調査で収穫期のおそいほう

の満開後1占5日，170日，175日の収穫巣に発生が

みられたが，被害程度としては軽いものであった。

1989年には全く発生がみられなかった。

（3）　シナビ果

1988年には，1月，2月の調査結果によると，ど

の収優時期の果実でもかなりのシナビ果がみられた。

1989年には，2月6日の調査ではどの収穫期の果実

でも非常に多くのシナビ巣がみられ，収穫時期のおそ

いものほど多かった（第8図）。

7．食味

19°8年，1989年の両年ともに，収穫時では満開

後185日以降の収塵巣が甘味も多く，多汁で食味良好

であったのに対して，満開後155日，188日の収穫果

は甘味少なく，青くさ味があり，食味は劣った。12月

の調査では滞関後185日，170日の収穫巣が最もよく，

満開後175日の収穫巣は果肉がやや歓化しており，満

開後155日，180日の収穫巣は甘味はかなり感じられ

るようになったが，青くさ味がいぜんとして残り食味

は劣った。1月の調査では各収穫期ともかなり軟化し，

食味の低下がみられたが，その中で満開後180日，185

日の収穫巣が比較的良好であった。2月，5月（1988

年のみ）の調査では心、ずれの収穫束も食味が著しく劣

った。

4．摘　　　　　要

1988年，1969年とも収穫果実は呼吸上昇期にあ

たっていた。硬度は収饉時期に関係なく12月から1月

にかけての減少が大きい。満開後155日の収穫黒は

収穫時、貯蔵中を通じて外観，食味と　もに劣っ

た。満開後175日の収穫巣は貯蔵性がきわめて低い。

満開後1dO日，185日の収健巣は1月末まで，満瀾後

170日の収穫巣は12月末まで貯蔵性があるように思

われる。
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普通冷蔵でのゴー′レデソデリシャスは収健時期を変　　性が低かった。

えても大きな貯蔵期間の延長は望めず，全体的に貯蔵

平核無カキに対する脱渋法確立に関する試験

第1報　内装資材とアルコールの使用量に関する試験

若松幸夫・石黒遅滞・阿部健二

（山形県固試砂丘分場）

1．ま　え　が　き

山形県の庄内地方はカキの栽培が盛んであり，これ

は北海道市場に出荷し庄内痛く平核無）の銘柄で確固

たる市場位置を築いている。

昭和45年度の作付面裾は未成木4ス48Da，成木

45．740a，合計H070aが植付されている。

最近は包装資材として木箱からダンボール箱を使用

する方向にあるが，ダンボール籍を使用する場合に内

装資材について，問題がでてきており，その場合にア

ルコールの使用量についても明らかでない点があるの

で，内装資材との組合せにより検討を行なった。

2．試　験　方　法

1．供試果実　10月20日収倭　S6優

2．供託アルコール　未変性55痴

5．供試内装資材

ポリェチレン（0．02城取）

クラフト用紙（出荷規格用）

4．供試アルコール量

75（ぶ，150じC，200cc（果実重20毎）

5．供託語数　10柏ダンボール箱　各々2箱

占．処理方法　10月21日にそれぞれ所定量の　ア

ルコール処理後密閉し，室内に放置した。室内温

度25℃，最低温度15℃

7．調査方法

処理12日後に開封，各処理区ともに各段より

中心列の果実をとりだし，その中から無作為に12

個選び，硬度，糖度，脱渋程度，障害束を調査し，開封

5日後に硬度，糖度の測定を実施し，また，開封後2

～5日ごとに軟化率を調査した。

5．試験結果および考察

1．脱渋速度はポリェチレンのほうがすぐれ，ポリ

エチレソ75cc（果実20晦に対し）区がクラフト紙

の200cc区に匹敵する脱渋状況を示した。すなわち，

処理後12日臼の開封ではポリェチレンの場合，果実

2DKF当り150く芳あれば充分であるが，クラフト紙の

場合は脱渋速度がおそく，12日目の開封では不安定

であり，前試験等の結果からみても温度条件にもよる

が，開封日は処理後14日は必要と考える。

また採取時期にもよるが10月20日前後では，内

装資材がクラフト紙の場合は果実20KP当り200cc

は必要と考える（第1表）。

2．内装資材がポリエチレンの場合はクラフト紙よ

り軟化が進み，また，内装資材を問わずアルコール量

が多いほど，軟化状態が促進することが認められた。

5．内装資材がポリエチレンの場合，アルコールの

量にかかわらず脱渋前の着色状態を維持し，いわゆる，

朱色の着色状態にならず，クラフI紙に比揆し，仕上

り状態が不良であった。また，ポリェチレンの場合は

外観の汚染が目立っていた。

以上を総合すると内装資材がポリェチレンの場合は

クラフト紙に比べ，脱渋速度が早く，渋あがりがすぐ

れ，またアルコール量も約半量程度であるが，反面仕

上りも悪く，黒変巣の発生が出やすく，日持ちも劣る

ので，流通上聞題があると考える。


